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本件は、
国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発
機構からの委託による
「規制の精緻化に向けたデジタル技術の開発／高精度
センサーを用いたエレベーターの定期検査に係る技術
開発」
における2020年度の成果について纏めたものである。
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開発の背景

• 建築基準法第１２条第３項の規定に基づき、エレ
ベーターの所有者は経年劣化などの状況を検査、
報告することが義務付けられている。

• 同法施行規則第６条及びこれに基づく平成２０年国
土交通省告示第２８３号により、エレベーターのロー
プ等の劣化状況についてはおおむね1年に1回、目
視や寸法測定により検査とされている。
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開発の背景

• エレベーターのロープ等の劣化状況についての検査は、か
ごを少しずつ動かしながら目視や寸法測定を行っており、危
険を伴う上、時間を要する作業となっている。

• 現在センサーを活用した検査も一部で導入されているが、
ロープを接触させる構造であるため、低速運転の状況下で
なければ活用できず、検査に時間を要することやセンサーに
接する側のロープの半面しか診断できないといった課題が
ある。

• また、「錆び」の程度を診断できず、既存のセンサーを目視
や寸法測定の代替手段とすることができない。
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センサ範囲内全長

センサ範囲内全長

※画像で本数を確認する

※磁気・画像併用で区別が可能

※高張力時は難しい

備考
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非接触式ハイブリッド型センサー
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フラット照明２軸微動装置
テレセントリックレンズ

200mm
540mm

カメラ

ロープ
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機械室

図 EV試験塔見取り図
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＜課題＞

＜実施事項＞
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1山目位置
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ノギス計測のロープ径： 10.31 mm
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ノギス計測のロープ径： 10.31 mm
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ノギス計測のロープ径： 10.31 mm
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8ストランドロープなので、ピッチは山-山間隔8つ分。
設計上のピッチは65mm、山-山間隔は8.1mm程度。
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⇒この機能で誤検知を許容する（断線を見逃さない）安全な方向で検出
パラメータの設定ができるうえ、調整時間の短縮も期待できる
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設置の様子
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漏洩磁束法の原理図

ロープを⾧手方向に永久磁石で磁化中央部にセンサーを配置して
ロープ断線部からの漏れ磁束をセンサーで検出する方法である。

サーチコイルを
高感度の磁気センサーを
多数個並べてアレイ化
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マグネット

マグネット

磁気センサ・アレイ

エレベータ用ロープ

エレベータ用ロープ

非接触型磁化検出器の概要

（１）磁化器の構成

ロープを磁化器で両側から挟み込む漏洩磁束法の形状とし

①ロープ間隔に依存しない

②取付時の調整が容易な構造

上記を考慮した非接触式の磁化器構造とした。

（２）検出センサ

磁化器中央部に磁気センサを多数配列する

アレイ方式とした。

磁気センサアレイ式にすることで何本の

ロープが磁化器にある判別可能になる。
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磁化器（片面）の写真

非接触型漏洩磁束法磁化器とロープの非接触写真（片面）
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接触式の磁化器には、レーストラック型コイルをロープ
形状に合わせてU字に曲げた形状のサーチコイルを使用
している。

非接触型磁化器では、磁気センサIC素子を12ヶ配列の磁
気センサアレイ型とした。

サーチコイル
（接触式に使用されている）

磁気センサ ×12ヶ
（非接触型のセンサー）

サーチコイルと非接触型磁化器の磁気センサアレイ
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・非接触式 評価装置の磁気センサー⇒磁気センサアレイ 12素子×1列

非接触距離約４ｍｍ以下の場合、S/N2以上良好な断線ピークがえられる。
非接触距離が大きくなると断線検出の難易度が高くなる。

アレイ化磁気センサの距離感度特性（非接触距離減衰特性）
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ロープとの磁化器表面からの非接触距離は、約６mm～８ｍｍ程度

磁化器

エレベーター試験塔でのワイヤロープ3本 漏洩磁束型磁化器取付
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Sample ❶
0m 30m20m

30㎝

約10㎝間隔

山切れ断線
１本/P
①②③

キンク
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山切れ断線
3本/P
①②③

谷切れ断線
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①②③

20㎝ 20㎝

潰れ① 潰れ②

20㎝ 80㎝

錆
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0m
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30㎝

約10㎝間隔

山切れ断線
１本/P
①②

20㎝

キンク

約10㎝間隔

山切れ断線
3本/P
②③④ 谷切れ断線

1本/P
①②

20㎝ 20㎝
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山切れ断線
１本/P
③

山切れ断線
3本/P
①

谷切れ断線
1本/P
③

80㎝

錆

0m 30m20m
30㎝

約10㎝間隔

山切れ断線
１本/P
①②③

キンク

約10㎝間隔

山切れ断線
3本/P
①②③

谷切れ断線
1本/P
①②③

20㎝ 20㎝

潰れ① 潰れ②

Sample ❸
20㎝ 80㎝

錆

カゴ側 CW側

エレベーター試験塔でのワイヤロープ3本 損傷・位置関係図
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磁
化
器̫
A
面

磁
化
器
B
-面

ロープ×３本

磁化器の側面

　　サンプル①

　　サンプル②

　　サンプル③

磁気センサーアレイは各磁化器の中央部には位置されている。
磁気センサー素子の数は12ヶ

漏洩磁束型磁化器取付ワイヤロープ3本とセンサーアレイ位置関係図

ロープとの磁化器表面からの非接触距離は、約６mm～８ｍｍ程度
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磁化器対向時のロープ挙動と磁気センサ波形（例）
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エレベーター試験塔でのワイヤロープ3本での非接触磁化器の検出結果波形の波形例

キ
ン
ク

錆 潰
れ
①

潰
れ
②

山切れ断線
3本3カ所

谷切れ断線山切れ断線
１本3カ所 １本3カ所

No.04素子 No.04素子

キ
ン
ク

錆 潰
れ
①

潰
れ
②

山切れ断線
3本3カ所

谷切れ断線山切れ断線
１本3カ所 １本3カ所

No.03素子 No.0３素子

上記の波形例でA面、B面で波形の波髙値の高さの違いは各磁化器表面からの非接触距
離の違いによって生じる結果である。A面の磁化器表面の非接触距離がB面より少な
かったためである。

漏洩磁束型磁化器取付ワイヤロープ3本とセンサアレイ損傷検出波形例



損傷形態 磁気センサーアレイの検出 備考

山切れ1本
△ 断線間隔が小さい場合検出が出来ない。断線に浮きなどがある場合は
検出出来る可能性がある

断線間隔
浮きなど

山切れ３本 ◎ 山切れ3本の検出はほぼ可能であった

谷切れ1本 ✕ 谷切れはほとんどの場合検出出来ない。
素線に浮きがある場合は検出出来る場合がある。

錆 ✕ 錆の検出は出来ない 赤錆

キンク ◎ キンクの度合いによるが検出可能であった

潰れ △ 潰れの大きさやロープの変形度合いにより検出の可能性がある

エレベーター試験塔での設置ではロープ状態の関係で磁化器表面からの非接触距離は、約６
mm～８ｍｍ程度のため感度が悪くなっている。（ロープと磁化器の接触は無かった。）
今後は、磁気センサの感度UP及び各素子感度均一化を考慮した設計や非接距離を
小さくするなど検討を行う予定である。54



非接触式ハイブリッド型センサー
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山切れ3本
山切れ3本
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検出項目 画像(径) 画像(損傷) 磁気

✕ ✕

✕ ✕

✕ ✕

✕

✕
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